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令和７年 2月定例駐在員会 要旨 

令和７年２月２７日 

 

○町長あいさつ 

２月１０日に龍郷町は町制施行５０周年の日を迎えた。駐在員皆さまのご協力により、

関連行事を行うことができた。さまざまな形で集落の皆さまに協力をいただき、私と

しては、盛大に終了できたと思っている。ひとえに皆さまのサポートがあったから

こそであり、改めて感謝を申し上げたい。 

５１年、さらに１００年に向けて龍郷町が発展するようにこれからも頑張りたい。

皆さまにサポートしていただくことが、我が町が発展していくことだと信じて進めていく。 

また、３月４日から第１回定例会が開催される。３月４日には施政方針、議案の

提案をして議会の審議をいただくことになるため、可能であれば傍聴をお願いしたい。

令和７年度に向け、定例会においては様々な議論が展開されるであろう。 

皆さまにおかれましては、健康には十分気をつけていただきたいと思う。 

 

○町制施行５０周年記念事業実行委員会の事務局からのお礼 

町制施行５０周年記念事業実行委員会の事務局からもお礼を申し上げたい。 

２月１０日に町制施行５０周年セレモニーを行い、１００名ほどが参加され、龍郷町

公式キャラクターのタッピィの着ぐるみのお披露目と、日本郵政の協力による記念

切手の贈呈、花火の打ち上げを行った。 

２月１５日の前夜祭は７５０名ほどが来場し、大盛況のうちに開催することができた。

２月１６日の記念式典は５５０名の出席者、祝賀会は２５０名を招待して行った。 

集落駐在員の皆さまを中心に町民の皆さまによって盛大に開催できたと思う。感謝を

申し上げる。２月１０日以降５１年目に入り、今後ともご協力をお願いしたい。 

 

○副町長あいさつ 

私からも、町制施行５０周年の式典、祝賀会、前夜祭について、大変お世話になった

ことについて、お礼を申し上げたい。おかげさまで盛大な催しをすることができた。 

さて、３月２日に生涯学習講座の閉講式と発表会がりゅうゆう館で開催されるため、

皆さまも参加をお願いしたい。 

また、３月４日に議会が開会する。１年間の町政の方針を示す町長の施政方針演説

があるため、ご来場いただきたい。 
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○各課等からの伝達事項 

1．町内路線バスの運賃改定について（株式会社 しまバス） 

４月１日からのバス運賃の改定について説明をする。 

株式会社 しまバス においては、車両の燃料費や修繕費の高騰、乗務員の賃上げ、

そしてコロナ禍の影響からの、赤字体質脱却の取り組みを行っている。 

昨年１０月は、奄美市内の笠利と住用地区で、極端に利用者が少ない系統の廃止をした。

その一方で、名瀬地区において一律２００円の取り組みを始め、利用客から高評価をいた

だいている。 

４月１日から、龍郷町内においても一律２００円に運賃改定を予定している。また、町外に

バスを利用する場合、割安の乗車券を発行するので、利用していただきたい。 

 

 

２．エフエムたつごうへの出演について（エフエムたつごう） 

昨年は各集落の老人クラブ会長にエフエムたつごうに出演していただいた。集落のために

一生懸命やっていらっしゃることを踏まえ、続けることの難しさをテーマにした。 

駐在員の皆さまにも、エフエムたつごうに出演し、各集落のテーマやお知らせなどをお話

いただきたいと、お願いにうかがった。お断りされるのも結構なので、出演依頼があった際

には、ご対応をお願いしたい。 

 

 

３．龍郷町シンポジウムについて（保健福祉課） 

毎年開催している龍郷町のシンポジウム「わきゃしまどぅくさネット」むんばなしのゆらいを、

今年度は２月２８日に予定している。今年のテーマは、考えよう！みんなでつながり、支え

合う地域づくりとした。地域のちょっとした困りごとを、地域で支え合うことについて、この

機会に皆で考えてみたいと思っている。 

広島県から 酒井 保 先生を講師として招いており、経験された事例を楽しく分かり

やすく紹介されると思われる。申し込みをされていない方は、参加の検討をお願いしたい。 

 

 

４．教育民泊八月踊り受け入れについて（企画観光課） 

３月に、東京都から引率を含めて２０名ほどの教育民泊の受け入れを行う。その際、八月

踊りを体験したいとのオファーがあり、受け入れをしていただける集落を１集落、募集する。 

今日現在も、大阪から１００名の高校生が教育民泊を利用して滞在している。教育民泊
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実行委員会事務局で手配をし、奄美高校と大島北高校の生徒たちと一緒に、八月踊りを

体験してもらった。 

町長が教育民泊導入の当初から述べていることは事務局の思いとイコールであり、

なくしたらいけない伝統文化、芸能の継承を実践する場として、八月踊りの体験を受け

入れる集落側にもメリットがあると思われる。 

令和６年度の八月踊り受け入れ集落は、大阪の高校を秋名、幾里、手広集落。北海道の

団体を龍郷集落、東京の高校を嘉渡集落と龍瀬小学校校区（久場、瀬留、玉里、屋入集

落）だった。受け入れたことがある集落以外で開催をしていただきたいと考えているので、

検討をお願いしたい。 

 

 

５．龍郷町民フェア表彰推薦について（企画観光課） 

毎年町民フェアで産業部門や健康部門の表彰を行っているが、今年度は町制施行

５０周年式典等の開催により、町民フェアは中止となった。このため、３月２５日に表彰式

のみ行うことになり、大島紬従事者の推薦依頼にうかがった。 

織り部門、染色部門、締工・図案・加工の部門、それぞれの部門によって、年齢や従事者に

基準があり、該当者がいる場合には推薦書を提出いただきたい。 

 

 

〇移住定住カウンセラー活動報告 

 

谷カウンセラー 

1月の活動報告 

・住もうディ！の相談件数２４件 

・空き家バンク入居決定物件 1件 

・FMたつごう「住もうディ！の聞こうディラジオ！」 

地域おこし協力隊の川﨑隊員をゲストに迎え収録 

・島っちゅ＆移住者交流会「ウィンタービーチクリーンみそ汁付」 

2月２２日に嘉渡集落で開催し、海岸清掃と交流会を行った 


